
相談業務 相談方法：来所相談、訪問相談、巡回相談、電話相談 ※予約制
対象：心身の発達に不安のある方（子どもから大人まで）

他機関紹介 ○R7年度意見書作成件数

○R7年度延相談件数実績（延件数／■実件数）

令和7年度　今治市発達支援センター事業概要・実績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今治市ネウボラ推進課　発達支援センター
事　業　名 事　業　概　要
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事　業　名 事　業　概　要
○巡回相談

○おでかけ発達支援センター

○心療内科医による個別相談

〇ペアレントメンターによる個別相談

〇ペアレントメンターCafé
内容：複数のペアレントメンターによるグループ形式の相談会

〇ペアレント・プログラム

研修実施回数

〇５歳児相談
内容：こどもの就学に向けた準備として、発達に関する相談事業を行う

1名
0名
1名

相談件数
総人数

2回
3件

場所

検査人数

名

実施回数 4回
相談人数 6人

実施回数 1回
相談人数 3人

リスクあり児童　　　　(C)

５歳児相談会参加児童　(D) 41

参加人数

リスク児童割合　　　　(C/B)

78.1%ここあぽ回答率　　　　(B/A)

名
ここあぽ結果作成数　　(B) 676 名

内容：保護者や支援者から依頼があった保育所(園)・幼稚園・小中学校を訪問し、集
団での様子の観察や相談を実施するもの

17名

866

19.8%

総人数

実施回数

内容：保護者や当事者へ支援方法や専門的な助言を行う

3名

内容：島しょ部で、発達相談・検査を行う

相談人数
大三島

2名
0名
2名

伯方

38回
25箇所

77名

実施回数
実施箇所数
相談人数

保育所・幼稚園 小中学校

14回
10箇所

特別相談業務

１クール（6回）
10人

支援者養成人数 10人

内容：子育てがうまくいかないと感じたり、こどもの発達が気になったりしている保
護者が、こどもの「気になる行動」を客観的に理解する方法を学ぶ

内容：発達障がいの診断を受けたばかりの子どもの親や、さまざまな子育ての疑問を
持つ親に対して、同じ親として悩みに寄り添うペアレントメンターによる相談

事業実施対象児総計　　(A)

134 名



事　業　名 事　業　概　要

○学校教育課が実施する学校訪問に同行 R7年度実績
・個別の指導計画・支援計画作成状況
・配慮を要する児童生徒の対応状況
・学校としての発達障害の捉え方　等

○保護者同士の交流を通して悩みや不安の軽減、仲間づくりを図る。
R7年度内容

内　容
レクリエーション・座談会
リラクゼーション・公認心理士講和
先輩保護者のお話・座談会
リラクゼーション・座談会

R7年度実績

○保護者同士の交流を通して悩みや不安の軽減、仲間づくりを図る。緘黙の子どもがいる保護者の交流会
R7年度実績

○発達の状態を把握・整理し、学びの方向性や対応方法などに役立てる

R7年度実績
実施総人数 301名

実施日

延参加人数 保護者 32名

13校
計 39校

実施回数
延参加人数 12名

実施回数
小学校 26校
中学校

11/12（水）

保護者交流会

3回

学校訪問

9/17（水）

発達検査

実施回数 4回

6/4（水）

1/28（水）



事　業　名 事　業　概　要

・中学卒業後の個別の指導計画、教育支援計画の作成状況等の報告や情報交換
・配慮が必要な生徒の高等学校へのよりよい引継ぎの仕方
　対象者：各学校（中学校・高等学校・特別支援学校）特別支援教育

コーディネーター及び適応指導教室指導員

R7年度実績

○発達に関する知識の普及や啓発活動を行う。
・関係機関へのリーフレット及びポスター等を配布
・相談者へ発達障害・子育てに関する冊子やリーフレット配布
・広報紙への特集掲載
・研修会、講演会の開催

R7年度実績

※なお、今治市自立支援協議会・相談支援部会（月1回）、
運営会議（月1回）へは、部会員として参加。

21名

実施回数 2回
中学校
高校

○発達に関する継続したよりよい支援について、教育、福祉、保健医療サービスを総合
的に調整していくことを目的に関係者が集まり情報交換や協議

2名

2回
普及啓発活動

R7年度実績
研修会・講演会

延参加人数

4回実施回数

講師による講演会 1回
センター職員が実施したもの

内容：各ライフステージ毎の本人や本人に関わる環境に対して支える支援について
話し合う。サポートブックばりばりの活用。各事業所・関係機関の情報交換。

実施回数

○発達に不安のある生徒の中学校から高等学校へよりよい引継ぎ及び情報交換の場とし
て特別支援教育コーディネーターの合同研修会を開く。

51名
支援学校
総人数

28名

今治市自立
支援協議会
発達支援部会

事務局

中学校・高等学
校・特別支援学校
コーディネーター

合同研修会


